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研究成果の概要（和文）：本研究では人々が想起することを定量化することで，人と協調するシステムの実現が
考えられる．特定の状況で人が感じることを計算機が理解することが可能になれば，人に助言を与えたり，行動
を促したりする機能を持つことができる．
本研究で 2 種のストーリー生成と 3 種の対話的システムを構築した．入力に応じて人が創り出したいものをガ
イドすることが可能である．

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to model affective information. If computers 
understand certain situations, computers output comments for appropriate activity to humans.
In this research, I proposed two types of story generation systems and  three types of interactive 
systems which guide for humans to enhance creativity.

研究分野：感性情報工学

キーワード： 個性推定　対話的システム　創作支援　深層学習　感性情報工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人が想起する情報を定量化すること，計算機が創作することに世の注目が集まっている．
人工知知能システムの中でも挑戦的な課題だが，人が協調する社会を目指して，画像中の注視箇所から得られる
情報から人が想起する情報を得るシステムの構築をしている．
現状本研究ではユーザが入力した情報から限定的ではあるが対話的に助言を出すことが可能であり，データの大
規模化によって，さらに今後の発展が見込まれる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
対話時に相手と状況を共有する方法は多種あるが，同じ状況から想起することは異なる．すなわ
ち画像から相手が何を感じるかということは異なる． 
代表者は状況を画像で規定して対話するシステムの構築をしてきた． 
研究開始当初はテキスト対話に画像を導入する考え方，マルチモーダルな対話的システムは数
が限られていた．またテキスト生成や注視情報の取得方法も限られていたが，研究期間中に大き
く要素技術が発展している． 
 
２．研究の目的 
本研究では，絵で規定した疑似状況のもとで対話するシステムを構築し，対話文，感性情報，想
起し得る次状況を収集する．人が特定状況における機微を理解する過程を定量化し，計算機に疑
似状況の集合である創作物の解析および自動生成をさせることを目的とする． 
複数の課題を設定し，対話的なシステムを構築した． 
 
３．研究の方法 
本研究当初はロールプレイ対話システムの開発としてテキスト対話のみを想定していた．ユー
ザがロールプレイする役割の与え方およびテキスト対話に限定せずユーザ入力を受付けるよう
内容を拡充するよう変更した．また研究機関異動に伴い，後半のユーザを集める実験方法を変更
した． 
前半はテキストを中心に，Doc2Vec によるストーリー生成システムの構築及び創作支援システ
ムの構築によりシナリオの対話的な生成を考えた．その際にユーザが想起する情報を入力する
ための複数のフィールドを用意しセンチメント解析によりポジティブとネガティブの判定結果
を表示できるようにした．また文の近さに応じて文間を遷移し，文集合をシナリオとして出力し
た． 
視点の滞留点を解析する方法で，注始点に基づく Web ページを収集し，学習中のマニュアルの
自動生成をした． 
 
画像中の部位の関係性を深層学習で取得するため，レイヤ情報を持った画像データの部位の差
異による識別率の差を調べた． 
 
 



後半は三種の画像入力を想定した対話的システムを構築した． 
後者は画像を入力として画像においてユーザが表現をしようと込めた考え方を画像情報と言語
情報の双方でコメントを出力するようにした． 
またユーザが入力した画像の主題と副題を推定するシステムを構築した． 
ユーザが入力した自然画像に基づいて Grad-CAM を用いてユーザが重視した部位を可視化し，
質感情報を出力するシステムを構築した． 
 
４．研究成果 
登場人物のロールに応じた，ユーザと対話的にやり取りしシナリオ生成のガイドをするシステ
ムを構築した． 
被験者実験により作家に実際に使用してもらい評価を得た．また文学賞を受賞した作品にシス
テムが一部使われるなどニーズに応じたインパクトを得た． 
また色彩や構図などの感性情報をモデル化した風景写真評価システムや企業から提供いただい
たデータを元に印画紙推薦システムを構築し，数値実験により一定の有効性を確かめた． 
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